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編集後記

平成16年12月、閉舎記念事業実行委員会が発足して約11ヵ月、『記念誌』が無事に完成

したことを、まずは喜びたいと思います。

北海道大学総長中村睦男先生、北海道大学クラーク記念財団理事長廣重力先生から記念

の辞を賜わり、華を添えていただきました。

本年６月頃まで舎生OBの寄稿は26名で、正直なところ私は少し心配しましたが、仕事

を終わった今、振り返ってみると、取り立てていうほどの苦労は何もありませんでした。

最大の難関と考えていた原稿集約も予定以上に順調に進みました。印刷所の仕事振りは、

敏速かつ正確で、気配りも行き届いていました。頻繁に開催した委員会も常に和やかで、

委員たちの呼吸もぴったり合いました。「文は人なり」と、どこかで聞いたことがあります

が、寄宿舎107年の歴史と共に歩んだOBお一人お一人を思い浮べながら、ひそかに納得

しながら校正をつづけるのもまた楽しい仕事でした。

任務を果たし終えて、いま私は若き日を寄宿舎で過ごした舎生OBたちを結ぶ絆の堅さ、

友情の深さを、本当に身にしみて感じています。

最後に原稿をお寄せくださったOB並びに関係者の皆様、約１年間にわたって編集の作

業の苦楽を共にした委員の方たち、この『記念誌』の完成のために、多くのご配慮をくだ

さった田中敏滋法律事務所の皆様、株式会社アイワード様に、心からお礼を申し上げます。

（奥田利恒)

ついに後書きを認める日が来た。関係書通覧、記念誌目次作成、年表作成、日誌帳簿等

の搬出・通覧・抜書き、聞取り確認、資料一覧作成、沿革の執筆、写真選択、全体校正等

を続けたが、研究と変わらず公的な責任ある作業であり、仕事の合間を縫うようにして

11ヵ月、楽ではなかったが、知的で楽しい作業としてきた。宮部先生の禁酒禁煙の提案記

録ほか発見の数々は歴史担当者の「役得」であるが、読者を代表する気持ちで取捨選択を

行った。この記念誌がわが舎の誇るべき足跡を確認するためと、後世に残すための一助に

なれば私の苦労など小さなものである。明治期の新聞資料の入手並びに記念碑の碑文記案

では田端委員のお世話になった。ここに記して謝意を表します。 （所 伸一)



記念誌の構想、原稿依頼、そして仕上げの校正が大仕事でした。編集委員の皆さんの熱

意はすごかったです。回を重ねるうち、夕方６時から飲まず食わずで11時頃まで頑張った

ことも。舎の歴史、勉強になりました。 （澤田幸治)

編集作業は大変であった。107年の歴史は想像以上に重いものがありました。

編集委員が連日のように校正作業を行い午後11時頃まで及ぶこともありました。アイ

ワードの担当者竹島さんも熱心に協力して頂き感謝します。

所委員には沿革を作成頂き、画竜点睛となりました。舎の沿革の作成に過去の膨大な日

誌を読み込み大変な労作です。

この度の記念誌の名簿は、過去の記念誌及び、日誌、その他の資料、各人の記憶を参考

にしました。昭和55年以降は、名簿、日誌等の整理がされておらず、又第２次大戦以前の

名簿については各記念誌の記載に不統一なところが多く、関係資料に基づき正確を期する

よう努力をしました。しかしながら限られた時間と資料の中で作業を行わざるを得ず過去

の記念誌の記載を尊重したことを御了承下さい。 （田中敏滋)

実行委員会の中では記念式典の担当でしたが、編集委員の皆様の熱心さに引きずられて

記念誌編集もほんの少しですがお手伝いしました。舎生名簿の校正が大変だったのと作業

後の皆さんとの語らいが楽しい思い出です。 （佐藤芳彰)
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